
夏の思い出

それは、暑い夏の日の出来事でした。僕が海で泳いでいると、突

然、『助けて！。助けて！』。と女の人のひめいが聞こえて来ました。

そっちを見てみると、女の人がサメにおそわれていました。僕は

ヒーローのように、彼女を助けました。彼女を抱きかかえて、すな

はまに上がって来た僕に、 人々はたくさんの拍手をしてくれました。

彼女はお礼に、ほっぺたにキスをしてくれました。彼女はとても

美人で、僕は恋に落ちました。初めての恋なので、とても

きんちょうしました。

その日から、毎日彼女と遊びました。彼女の優しさで、僕の心の

とびらが開きました。その時、世界には二人しかいないようでした。

その幸せが、いつまでもつづけばいいなと思っていました。

しかし、その幸せは長くつづきませんでした。なぜなら、彼女は

観光客で、帰らなければならなかったからです。「どうしよう。彼女

と別れたくないな。」僕は悲しくて何も考えられなくなりました。

辛くても、それが運命なので、耐えるしかない。その恋は波のよう

にいっしゅんで消えてしまいました。短い時間だったけど、とても

幸せでした。今の僕は次の夏が早く来ないかなと思っています。
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感動的な話しですね。

でも 、この話しにはまだっづきがあります。

二人の恋はどうなってしまうのでしょうか。

彼女はもどってくるのか、それとも、

僕の恋は波のような消えてしまったのか。

次の作文を見てみましょう。 00

これは彼女から 1ヶ月後にとどいた手紙です。
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好きだ ム
ヽヱ

イズワンヘ

お元気ですか。あの日からもう 1ヶ月ですね。

今の生活はどうですか。勉強はがんばっていますか。

私はもどって来てから仕事をがんばっています。

イズワンは私がいなくて寂しいですか．私は寂しいよう。

もどった時、またすぐにそっちに行こうと思っていました。

でも、仕事があるので、行く事はできませんでした。

寂しさに耐えていたのですが、

最近は、とても辛いです。夜になると 、 寂しくて涙が

あふれましだ6どうすればいいでしょうか。

のは辛いです。たぶんイズワン

も同じじょうたいだと思います。イズワンも辛いでしょう。

二人のために別れた方がいいと思います。今から私の事を

忘れてください。イズワンと出会った事はいい夢だと思います。

イズワン。。。今

向かってがんばりま

。これからはお互い夢に

ってでごめんな各い。
労
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心から。 000000

今回の県費留学生になって、とてもよかったと思います。色々な

人の助けかあったおかげで、この留学はとても良い物になりました。

ここでの思い出は死ぬまで絶対忘れません。 ． 

こんなすばらしい機会を与えて下さっだ沖縄県の方々に、感謝の

気持ちを伝えたいです。ざいだんの皆さん、 この一年間本当にどう

もありがとうございました！

そして県費留学生の皆さん、 この一年間どうもあ りかとう 、特に

初級 1組の人には感謝しています。いままで、お世話になりま した。

またいつか、どこかでぜったいに会いましょう ！それまで、 みんな

お元気で！最後にもし、私がこの一年間で悪い事をしていたら、こ

の場で謝ってください。すみませんでした。。かんぱい！ ！ ！ ！ ！ ！ 

含よ？` なり友恵

．ヽり先 丸
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麟 ‘13年ン中糸見県留デ生

力も ‘ノオーソ衣ニマ—ンともうしまオ。

タイガ5まいりましヤこ。 よちしくお屈百vヽ し臼。

r 1年r』..lというのは長いか短いか

よく分がりませんぬ。 和にとって

ごc,) /年閏はい方し 1かか立が‘

知て長い出‘¥...¥.,「喜け厄` ｀

叫咬とはなれ這翫広こ

九！ もう］年巧？冦豆い！！

て‘`も．．． しよらが` ＋よいて冴わ。

心（叫軍立゜ーチ

ふこい A叉必たほ令‘いいい談）

て は 禾 ムの 10コの大切 な

忽、い土を該紀ば｀｀下てい。
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係口りにくても矢呵すこぐな又ても、、、

茨名前：力も J`オーソ 次ニマー` ノ

Nick咋 m嘔痴 Lーム人しo(M) 

絆 K棒重： ←・・臼` 如屯
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誌て国井こ事：東京で蓬紅芥こ
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平成 13年琢大祭の忍荼全夕

沖糸見の「フ` ク`フ` ・ク荼も年！
..l 

ザヮツトテ；—力！叩心タイ人にが｀→和た

応ながf:::.l ウチナンチュが大会

て‘‘和ぶて釦まし-fこ 0 ~、苓＿m 投わが〗

な` ＜ヤこてるず` 茶で` キよ。

ずも 1叙はなかた残念！
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第二善

ね王

根問百合い知い生け花

敦室で喜いました。謬間先生

は本当しこないしいて｀、可。し‘3いでな

まゼ話にな罪した。ねしょ花が｀

大謬さな〗て｀・オ｀｀っ℃誓凸｀おか芥こ

今回 {J)C如nceは本多に

応 認が匹西加e です。

マ噂ミ．．．もしいつかよ虎を生けて見たかはf--
:5次の物級の生け方こって見託崎？

｀必要訟午勿．｀雫戸か乏）星塾けんさ~I はさ寄
（花疋えた‘・を切紅こぬ）

｀` もりは汽式”

花： （写真のやの花） 1.おあもし`＇ （えtこ`‘)
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l -j::.'り）

（小，オしンヅ）

。生ける時たこの絵乙おりえtざもけさJ.....V-

さしてハ‘、ランスを見て I3和迂喜註に

向を戸。 （詳してい廷らに．．．）

A -=-多位

g ：：：切位

C 二客位

写真の中叫い疇

加い

。生花m叩 l冶の花は 3本知心。ー善長い＝主位恥はかきの

広さ十乞こ X 2 

二善 ＝直；箪
氏＜ぃ

三参 二官位

砧‘｀をさ勾皓はこの経ふ砂やlP05由がて'i。

そして／花しょ△ 0 釦なかにさし主丸

琴迂釦汀召
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弟三番→紐亀糸杉皇

り豆索で3蛉亀和珪mイ約がと

¢祇しに行さましすこが．．“沖糸晃9謎知

料珪はバ訊がたが臼 砂5

まれ` イ`幻松ま屯ム！ でも，こ託おいし力らた7.芍。

直の）臼母ユ ．．．ご``し` ‘tうさまで し`tt'廷。こ

8
 

麗四番

f 夕“”“;”り1~
え～～ ll!？
勘釘でな6)?

どうしてシ中糸晃て` 、タイのお℃‘りも

む窓．うかな'..．
， 

実は、 タイて`‘

和□も応け危弦し仁争が‘戊るけ℃ぶぷも‘いの前

そして，和の苑し 1IK

和は初ぬてボ沃もい町莉にぷ℃‘れましfし。

本` 已t：：おか` 森吋ませに。

のまかけて` ｀

丁IK 巧豆訊か｀とりごさ｀•い印しセ'.

でも”.T汀寸こい主如士「Mにお炉如〕と
J'--

言われていまし亡。 1T爪 ℃うして ？ ？ lははは）
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に 澪炉ふヽ吋鴻が認さJ....,
（花のジロッフ゜屯似む心）

ぐ→て哭ました。 tてもかが,t
和いを、、し 9ます。 これは沖糸亀にしか....¥.¥7"しうと、宅、・います。
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滋見心は日病疇と ！ 
ど
辺つい間いて，内北ほがさわ炒9赴 ！ 

｀をしないて｀吋け虹｀知はず改： I 

記長して待っていましfこ。いっかさくか幻 I

℃、包心が5釦情毅tt応主し亡。

知 1シ粁、蔓lJ)さ<.5か‘足っとさきまし七。本当に

翌吠かな感、じがないがい和ぶ私＼本シ仔糸亀年さぷ

が迄ぶ｀~!

第六番 、～第ナ喜

沖，糸是の力はなJ いで`しょ1¥ 
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も、吃` い`ます！！
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災
生
日

狂知くて，楽しくて広、かしく

否認生日でし仁。ルl→Q

[ •も、久5がまも人』：
（ これは夕‘メか松←← ！！けいこ` ‘iL) 
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小さいて芍が：：こしませ界が｀紀~! 長崎叫翌茶店
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長
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巧烙は国際ェコッフ゜と北海蓬へ戎絹可コッフ゜が｀如て

が喀さ入ほ砂 の食応七いのを選5へ‘‘李す。か‘‘てのコップ の

惰応ょ翫知叫‘覚えていまォ。いままで 30年胡集ま只託コッフ゜が幻迂/、
Cの店はぐうもぐ人に知たけれど｀大灼さです。もう一回行き十：：いユ‘が～兌U~
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下思議乙、包、ザ＋ぶい疇？

一年閲呂いな乙出会亡条

苓当によかた［＇す。

もし1もう一国会入裕くても

ここで出会ご「こ奉を忘れふ仄

なし、1̀'しに勺か？

見えな乙て（会人なてて，9 • 7 屯

～ゞ の中し‘...せっ丘い釦入詞。

そして：今せ界は也まくなもと

言われているでしょら 7千こ` 、か5
l、,

e?＠ lでも送ノ咋ーしよ片和 V

Y¢ t,i, 
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最後に沖紐軋，釈団戸心をにこの和芯しい CkaY¥ceを

<.ヤましヤこ c
本当にゑ峻‘か）さざいまし亡。 いつまで毛せ芥こ‘‘わ祁吋｀‘！
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、沖縄に桑ぅ罰、和は友主ににくいじ応5仇柔しに。

戸守糸亀~ 1手がはいはうがいいに。電車~七位、いし、本工に逹ぃし，香

も降 5はいし！がてごは日本じ~t.r.\,＼ょ↓」し笑いはがら｀苔いまし衣。

そぃ噸、う中尋の仁加しこ． i合もちぃ虹もにて‘` しfく。はも` は5、心の中に・＇

/‘ 
少し不宝て‘‘，斎当にそり介はも危いましセe :> ］ 

稟気 v—＿勉弾戸友主にう詑ばしがっ1：：：：ゼ言も

之しこ束た5、夜逢が｀言った追りがしt：：：。本当に

令心がりして 122に生冷戸霰がしはいし認‘！でし1：：：：゚

喜碕ヵ‘‘‘につに，もの気狩ちは、；疇れ℃乏主し衣：。

喜喜：：：甲床亀⑰良い点を晟がつでまし亡、こは小ご＼、島

セ‘し、景色も美しし噸冠＼電皐は必惑がは加ぼ屯ん。

ドライフ゜て｀ぅ鱈い［しいはも迄見迂庁かしい。加して，斉 .:t.しこ羞くても 1 がまい

主もん。本土の人化` ‘註：：：5t 2こがも応凸多いて｀冴。

叫のはシ中賤亀の碕イ敦て勺。曽が碑なは5¥

雪が 1ご年5

かんこぅ宮はい人誌に釆丘ぃし見いま古。ご2の

イメージはさ如ぃ海でいつもいい天隻て｀＼す：り

それに瓜が｀ついたのは炒が｀暑ぃ所のほりが｀＼
こ

〗爪
粁ぞて`＼す。

.. --曇...
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こころが｀、ここに 1年閏述見：：：汽｝うちに｀℃‘‘ん℃‘‘ん汽糸亀

の こし諄乞しこ↑J_VJましr：：。；ヰ糸屯の歌ゃえぃごぐ

料 理イよ℃｀が｀｀友達に詞介 した いが すつ 東方 、と

束郡 で勉弓全、 してしぽ友逹の生迄じ私の

を比 べ ｀ 改 ℃、和、のほうが東しぐC，た＜こん

琵駿があ』-こと息います。もち 3人和＼し広あ紅

にも行っT::::. 2じがありましすこ。東京、や京都ぐ

ヽ

福岡ゃ長峰ゃ長野 tよ℃‘'に見淳し仁り且主人仁｀‘り
(, l ¥ • (（ r¥ ̀  
一―- - -.  

しましたが｀、和に℃って、ジ中

は最高で｀す。もヮ所が5

レこ

「タタ` イ`て」 ℃言いたい筑がしました。ごこにた＜さん

括しい知皇が出采て翠技のにうにす｀＇迄 1年間を

く5しました。シ中賤に来でよが‘っすこ℃‘す。

／し、から 、否 ラ に

乙‘炉もありが凸

こでいましナこ。
劣奨学金のわ‘介け`` t＼知が` g本に

粂□1本言も t勉 強 祁 手を定現

頃けこ e
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g糸のフじ）佗ン人℃年まし1：：：：。叩位江し土ご代か;,；‘中象亀の

文化をも尤知りたぃ℃名いました。呻糸亀において｀、“
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国際言語文化学科

研究生 劉桂英
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平成 13年度沖縄県県費留学生修了報告書

沖縄留学、なんと幸せだろう

琉球大学法文学部

国際言語文化学科、研究生

言語情報科学専攻

名前：劉桂英

国籍：台 湾

人生の中で想像したこともないことが、信じられないほど本当に起るという

ことは偶 ー々あるだろう。私にーとって日本語に進んだことはその一つである。大

学入学試験を受けて、その成績と各大学の要求する点数を照らし合わせ、入り
i魯＇～？～二'<・ー・ト・姦ふ

たい学科とまったく入りたくない学科とにノ分け、結局日本語学科に入ったのだ。

その後、毎日日本語、日本文化、日本文学などの授業にどうぷり浸かり、先生

方の話す日本の話しをたくさん聞き、知らず知らずのうちにこの国をもっと知

りたいな、私も日本人と同じように日本語を話したいな、などという考えが強

くなってきたのだ。＇ぞうして、いつの間にか、日本に留学することは私の心の

中で一番強い願いになっていた。

大学を卒業してから、就職するか、台湾の大学院に入るか、あるいは日本に

留学するか、かなり迷つていた。経済力の問題とか、自分が将来一体何をした

いのか、へいろいろ考えていたのだ。＇．幸いに母校の日本語学科に就職ができ、助

手として二年間の仕事を経験した。二年間の仕事で日本の大学との交流、教授

の研究発表の手伝いや学校の行政事務の運営など、たくさんの経験を積んでき

たので、ある。この中で、仕事の辛さ、ストレス、楽しさもいろいろ体験した。

しかし、仕事をすればするほど、日本に留学したいという願いもさらに強くな

っていた。自分の日本語能力や専門知識はやはりまだまだ足りないな、と深く

感じていたのである。

日本留学といって、まず思い出したのは東京や大阪などだった。大学の先輩

や後輩もほとんどがそこに留学に行ったからだ。皆と同じように、最初は私も

こういう考え方をもっていた。だから、沖縄県の奨学金をもらい、ここに来る

ということは一度も考えなかったのだ。しかし、私にとって沖縄に留学に来ら

れたことはとても幸せなことと思っている。ここに着いた初めの日から今まで、
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財団の方々や学校の先生に大変お世話になった。何か問題が起きた時、

先生に連絡すれば、すぐ解決してくれる。これは他の留学生にはきっとない待

遇だと思う。また、県費留学生は他の県費留学生の仲間がいるので

に遊んだり、お互いに助け合ったりすることができる。私はこのように、

学生の生活に戻れ、楽しい日々を過ごすことをとても幸せだと思う。留学して

からよく周りの人にお世話になって、留学生活の辛さというも

しなかった。これはもう一つの幸せとも言えるだろう。

沖縄に来てから、色んなことを体験した。特に私にとって大きかったことは、

韓国人の留学生たちと仲良しになれたのだ。そのきっかけは、前期の日本語の

授業で皆と知り合ったことから始まる。仲良くなれた原因の一つは、台湾と

国の生活の背景や若者の考え方が似ているということ。もう一つ大きな原因は

多分クリスチャンのおかげだろう。沖縄に来たばかりの時、よく

の友達にお世話になった。同じクリスチャンなので、考え方に近いところが多

かった。また同じ留学生なので、留学生の気持ちをよく理解できた。だから、

私にとって教会で仲が良い友達は韓国の友達。学校では、クリスチャンではな

くても、韓国の友達のほうがより親しい。もちろん韓国語が分からないので、

偶には誤解とか意味が通じないこととかあるが、これも一つの面白いところだ

ろう。

沖縄の夏を体験した人にとって、きっとこの暑さは忘れられないだろう。私

は冬に生まれたが、夏のほうがとても好きだ。夏はどんなに暑くなっても好き

だ。台北は盆地だから、夏の時はとても暑く、我慢できないほどの蒸し暑さで

ある。夜になってもその暑さは変わらない。一方沖縄では、夏の夜は風が涼し

く寝心地がいい。しかし昼間になると、日差しは皮が剥けるほどすごく強い。

皮膚が一回も剥けたことのない私は、沖縄に来て初めて剥けた。それは海辺で

ではなく、普通の道端でだ。本当に信じられない。

ていただけで皮が剥けたのだ。

道端に一時間半程立

沖縄は日本のハワイと言われる。多くの人は沖縄の青空や澄みきっ

きつけられ、リゾートのパラダイスという名を慕い、遊びに来る。私にとって、
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沖縄はただ一つの旅行地ではなく、真剣にここをもっと知りたいのである。日

本語と日本文化を勉強しながら、沖縄の独特の文化も勉強できて、本当に特別

な体験ができたと思う。今まで、久米島、石垣島、竹富島、座間味島、渡嘉敷

島、などの離れ島に遊びに行ってきた。信じられないのは島によって風景も違

うということ。ビーチや海の色も違う。沖縄で拾った貝殻が、これまで拾って

きた貝殻の中で一番多いかもしれない。私は、このような大自然に囲まれた留

学生活を本当に大切にしている。

ここでもう一つ感じたのはウチナーンチュのやさしい心である。どういうと

ころがやさしいのか、はっきり言えないけど、やさしく感じた。国際通りの知

らないおばあさんや、街で偶然に会ったおじいさん、皆とてもやさしかった。

それだけではなく、学校の日本人の友達も皆、毎日にこにこし、会うと必ず挨

拶し、二三言を交わす。だから、私は仲の良い友達は留学生だけではなく、日

本人の友達もたくさんいる。

沖縄に恵まれて、将来私は沖縄に対して何ができるだろうか、今まだ分から

ないが、沖縄での留学生活があと二年間あるので、沖縄のこと 、沖縄の文化、

沖縄の人、これからももっともっと深く知りたいのである。いつか沖縄で学ん

だことをいかして、沖縄に力を尽し、貢献していきたい。

この一年間、皆様のおかげで沖縄での楽しい留学生活ができたと思う。人材

育成財団の方々及び県費留学生担当の平田さん、琉大の金城尚美先生にいつも

お世話になり心から感謝している。言葉で表現するのは限られているが、心の

感謝の気持ちは言い切れないほど無限である。
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争琉球大学キャンパスの一隅

。県費留学生県知事表敬

。北谷の観覧車ーー県費留学生と日本人友達
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。海洋博公園花火大会—夏の最高だ

。友人 PCD
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夜梨里

九州大分県

琉大の赤嶺先生、 尚美先生、 ケリ先生と中級日本語 1組全員
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赤嶺先生、私、 ケリ先生
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